
未定稿 
資料３ 

資料 開催要綱 

 

「石綿に関する健康管理等専門家会議」開催要綱

 

 

１ 設置目的 

 平成１７年７月２５日の厚生労働省アスベスト対策推進チーム第２回会合において、専門家より

ヒアリングを行い、以後、「専門家チームにより、リスク評価に基づく健診対象やアスベストばく露

者に対する健康管理の方法の検討を行う」とされ、７月２９日の関係閣僚による会合で「アスベス

ト問題への当面の対応」に盛り込まれたところである。この趣旨を踏まえ、今般、専門家を招集し、

専門的見地から検討を行うこととする。 

 

２ 業務内容 

 会議は、次に掲げる事項について検討する。 

（１） 石綿に関する健康管理 

（２） 石綿に関する健康相談 

（３） 前２号に掲げるもののほか、石綿の健康に関する専門的な知見が必要な事項。 

 

３ 組織 

（１） 本専門家会議は安全衛生部長が招集する。 

（２） 座長は委員の互選により選出する。 

（３） 座長は座長代理を選出する。 

（４） 必要に応じ、本専門家会議の下に作業部会を設置することができる。 

（５） 作業部会長は、本専門家会議座長が指名する。 

（６） 会議の事務は、健康局、老健局の協力を得て、労働基準局安全衛生部において処理する。 

 

４ その他 

 この要綱に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、座長が定める。 

 

附則  本要綱は、平成１７年８月２日から施行する。 
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資料 石綿健康相談実施結果 

 

事業場周辺における臨時健康相談実施状況 
（12 月 14 日現在） 

 

第 1 回 健康相談実施状況（8 月 22 日～9月 22 日） 

 開催地及び参加人数 

【講演会】 兵庫県尼崎市(120)、神奈川県横須賀市（94)、岐阜県羽島市（130)、 

岡山県玉野市（約 140)、佐賀県鳥栖市(250)、奈良県橿原市(70)、 

埼玉県さいたま市(22)、香川県高松市(60) 

【相談会】 兵庫県尼崎市(38)、大阪府阪南市(28)、神奈川県横須賀市（41)、岐阜県羽島市（41)、

岡山県玉野市（70)、佐賀県鳥栖市(21)、奈良県橿原市(28)、 

埼玉県さいたま市(8)、香川県高松市(22)、広島県呉市(13) 

 

第 2 回 健康相談実施状況及び予定（9月 29 日～11 月 29 日） 

 開催地及び参加人数 

【講演会】 神奈川県横須賀市(88)、兵庫県尼崎市（60)、埼玉県秩父郡市（20)、 

【相談会】 佐賀県鳥栖市(35)、神奈川県横浜市（25)、兵庫県尼崎市(58)、 

埼玉県秩父郡市(13)、岡山県玉野市（20)、奈良県橿原市(8)、 

佐賀県佐賀市(11)、大阪府泉南市(9)、広島県呉市（13） 
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資料 自記式簡易調査票  

石綿自記式簡易調査票（案）    記入日：   年   月   日

    

         お名前              

A.あなたはいままで、下記の 1～19 の作業をしたことがありますか。アルバイトなどの短期間の仕

事も含め、当てはまるものすべての□にν印をつけてください。 

  1□ 石綿製品製造に関わる作業           2□ 造船所内での作業 

 3□ 食料品等製造に係る作業            4□ 建設作業         

 5□ 繊維製品製造に関わる作業           6□ 配管作業         

7□ 鉄鋼製品等製造に関わる作業          8□ 解体作業         

9□ 自動車製造または補修作業         10□ 倉庫内の作業     

 11□ 電気工事に関わる作業               12□ 化学工場内での作業 

 13□ 金属製品製造に関わる作業         14□ 廃棄物を回収する作業 

15□ ガラス・ガラス製品製造に関わる作業       16□ レンガ、陶磁器製造に関わる諸作業 

17□ 機械器具等製品の製造に関わる作業                

18□ セメントあるいはセメント製品製造に関わる作業  

19□ 上記のいずれの作業でもないが、作業時に、石綿らしき吹きつけ部分が飛散した。 

                    

B．あなたは、ご家庭で下記のようなことを経験していますか。1 回でも経験があれば、当てはま

るものすべての□にν印をつけてください。 

  1□ 一緒にお住まいの方に、石綿作業に関わっていた人がいた。 

   （具体的に：夫、妻、祖父など                           ） 

2□ 家庭で絶縁物 ・ 暖房炉セメント・ 断熱材・カルミシン（天井・壁などに塗る水性塗料）・ 

 石綿製品の修理・修繕をした  。  

 3□ 石綿製品（アイロン板のカバー ・ 耐熱手袋）を家庭で使った。 

  4□ 家族が石綿作業を行い、その作業着、作業タオル、マスク等の洗濯等をした。 

 5□ 自宅の壁に石綿らしきものが吹き付けられていて、それが部分的に破損・摩耗していた。 

 

C.あなたは、下記のような場所に住んだことがありますか。あるいは、幼稚園、学校、大学、就職

先などは下記のような場所でしたか。当てはまるものすべての□にν印をつけてください。 

1□ 石綿工場の近く       2□ 造船所の近く        3□ 建材物置場の近く 

4□ ブレーキ修理工場の近く   5□ 廃棄物の回収、繊維の回収事業場の近く 
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※上記 A から C のうち、一つもν印がない人は、石綿にばく露した可能性は、ほぼないと考えら

れますので、ご安心下さい。それでもご心配なことがありましたら、その際には一般の相談窓

口をはじめ、専門家窓口等にご相談下さい。窓口は・・・・・・・です。 

※ 上記 Aから Cのうち、一つでも□にν印がついた人は、石綿にばく露した可能性がありますの

で専門家窓口までご相談下さい。専門家の問診により、ばく露の可能性を再度判定し、精密検

査の要・不要を判断致します。窓口は・・・・・・・・です。 



未定稿 

放射線関連資料 

 

 
胸部 CT 検査における放射線誘発致死癌の発生確率 

 
 
A 胸部CT検査における患者線量 
１．ICRP Publication ８７ CT における患者線量の管理 
 １）成人における CT 検査での典型的な線量（Shrimpton ら,1991） 
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 ２）英国における CT と通常の X 線検査とによる典型的な線量の比較（RCR, 1998） 

 



未定稿 

２．西澤かな枝 ら CT 検査による被検者の被曝線量 日本医放会誌第 55 巻第 11 号,1995 
 １）胸部 CT 検査（通常スキャン）時の臓器線量 

 
 
B 組織・臓器の致死がんの確率 
１．ICRP Publication ６０ 国際放射線防護委員会の 1990 年勧告 
１） 組織・臓器別名目確率係数 
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C 胸部CT検査における放射線誘発致死癌の発生確率 
 ① A-１-１）の線量より B-１-１）の肺癌、乳癌、甲状腺癌のリスクを求める。 
   A-１-１）の線量で肺の線量は乳房の線量（21ｍGy）と同等と仮定する。 
  ・肺癌   21×10－3×0.85×10－2＝1.785×10－4 

  ・乳癌   21×10－3×0.2×10－2＝4.2×10－5

  ・甲状腺癌 2.3×10－3×0.08×10－2＝1.84×10－6

 
 ② A-２-１）の線量より B-１-１）の肺癌、乳癌、甲状腺癌のリスクを求める。 
  ・肺癌   25.9×10－3×0.85×10－2＝2.2015×10－4

  ・乳癌   23.8×10－3×0.2×10－2＝4.76×10－5

  ・甲状腺癌 6.31×10－3×0.08×10－2＝5.048×10－6 

 
 ③ A-１-２）の線量より 
  CTは通常胸部X線検査より 8／0.02＝400 から400 倍リスクが増加する。 
  CT 胸部検査による肺癌のリスク 
  ・肺癌   8×10－3×0.85×10－2＝6.8×10－5

  通常胸部 X 線検査による肺癌のリスク 
  ・肺癌   0.02×10－3×0.85×10－2＝1.7×10－７

 
● まとめ 
① 成人における CT 検査での典型的な線量（Shrimpton ら,1991） 
② 胸部 CT 検査（通常スキャン）時の臓器線量（西澤かな枝ら,1995） 
③ 英国における CT と通常の X 線検査とによる典型的な線量の比較（RCR, 1998） 
 ・肺癌 

 肺癌の発生確率（％） 致死癌の発生人数 
① 0.018 5,602 人に１人

② 0.022 4,543 人に 1 人

③ 0.0068 14,706 人に 1 人

③（X 線） 0.000017 5,882,353 人に 1 人

 ・乳癌 
 乳癌の発生確率（％） 致死癌の発生人数 

① 0.0042 23,810 人に１人

② 0.0048 21,008 人に 1 人

 ・甲状腺癌 
 甲状腺癌の発生確率（％） 致死癌の発生人数 

① 0.00018 543,478 人に１人

② 0.000505 198,100 人に 1 人

 









未定稿 

資料 二次問診票 

 別添(エクセルファイル) 

 

資料 検査の流れ 

 

（ホームページや相談窓口等） 
自記式簡易調査票              

 

 

 

              ばく露疑い       ばく露無し   安心 

 

                専門医等による詳細な聞き取り  

 

               ばく露あり       ばく露無し   安心 

 

               初回は胸部エックス線及び胸部ＣＴ  

 

          胸部エックス線による経過観察（必要に応じて胸部ＣＴ）   

                         

           

      

資料 人口動態統計の中皮腫死亡数の推移 

 

     年 (平成) 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 計 

男 356 420 451 429 489 537 574 604 655 729 5244 
中皮腫の死亡数 

女 144 156 146 141 158 173 198 206 223 224 1769 

合           計 500 576 597 570 647 710 772 810 878 953 7013 
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